


事業概要 / 期間、最終⽬標

1. 期間
開始 ︓ 2025年12⽉12⽇
終了（予定）︓ 2028年3⽉31⽇

2. 最終⽬標
アンモニア分解装置の商業規模実証プラントによる⻑期試験を⾏うこ
とを念頭に、本事業期間中に⾏う事項は以下の通り:
 システムについては、信頼性と耐久性の確⽴を⽬指す。本事業では、

当該実証プラントのFEED（Front End Engineering Design）を実
施し、製品化のために必要な技術課題を解決することを⽬標に、実
証プラントの仕様を固める。

 触媒については、当該触媒の耐久性の検証を中⼼とした要素技術の
開発を進める。
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事業概要 / 成果・進捗概要

3.成果・進捗概要

 実施プラント設置場所及び実証プラント概略仕様を決定し、必
要な設計図書の作成に着⼿

 分解後⽔素の供給先として、実証プラント設置予定場所周辺で
⽔素受⼊れを検討している企業の調査

 実証プラント スキッド製造ベンダーの調査

 触媒の反応速度式を構築し、実証プラントの設計へ反映

 触媒寿命の評価に関して、連続耐久試験を開始
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１．事業の位置付け・必要性

 アンモニアを⽔素キャリアとした⽔素サプライチェーンの構
築が国内外で進められており、その中でアンモニア分解技術
は重要な要素となっている。
先⾏する⼤規模（受⼊基地周辺）の分解技術とは対照的に、
⽔素需要地近傍における中規模・分散型（産業プラント近
辺）の分解技術の確⽴を⽬指し、⽔素供給インフラの多様化
とコスト低減に貢献する。

 また、従来のルテニウム等の貴⾦属を⽤いない低温⾼活性・
⾼耐久性触媒を⽤い、排熱を活⽤したアンモニア分解技術の
開発を進めることで他社との差別化を図り、本技術の社会実
装に向けた課題の検証と克服を⽬指す。
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2 ．研究開発マネジメントについて

【研究開発の⽬標】
市場ニーズに基づく製品要求を踏まえ、商⽤化に向けた技術課題の
解決に必要な実証項⽬を明確化し、これを基に実証プラントの仕様
を確定する。具体的なアプローチは以下の通り。

①市場ニーズからの製品要求仕様の⾒極め

 北海道苫⼩牧地区を⼀例として、価格差⽀援を受けたアンモニア
からの分解⽔素の利活⽤における具体的なシナリオ（仮説）を基
に、経済性評価を通して経済的に成⽴しうる商品コンセプトを⽴
案しつつ、実証プラントの仕様に反映。
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2 ．研究開発マネジメントについて

②下記市場ニーズに基づいた技術開発⽬標の設定（課題解決の観点から
の仕様反映）

 触媒評価（改良）
市場ニーズに基づき、実機環境下において本事業で⾒出した触媒の初期
活性・耐久性を評価。（更なる性能向上のため、改良触媒開発を推進）

 材料耐久性評価
⾼温アンモニアガスによる窒化環境下における、耐窒化性に優れる実⽤
材の窒化特性（窒化速度及び窒化層の割れ傾向）把握および耐久性評価。

 燃料⽤途における⽔素精製システム最適化の⾒極め
必要な製品⽔素のプロセス条件を満たすためのアンモニア分解プロセス
と膜分離プロセスの最適化、及び膜分離システムの構築
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2 ．研究開発マネジメントについて

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
①実証FEED
 基本設計
 ⾒積
②触媒技術課題検証
 反応速度式の構築
 触媒寿命の評価

(計画)
(実績)

2025年度 2026年度 2027年度
実施項⽬

【研究開発のスケジュール】
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2 ．研究開発マネジメントについて

【研究開発の実施体制】
三菱重⼯業（株）が本事業の全体を取り纏めるとともに実証FEEDを
推進し、（株）⽇本触媒は、触媒技術課題の検証に取り組む。
⼤規模なアンモニアサプライチェーンの実現とアンモニア分解によ
る⽔素供給を具体的に検討している北海道電⼒（株）が、製品要件
検証・実証FEEDを⽀援する。
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３．研究開発成果について
 北海道電⼒（株） 苫東厚真発電所 隣接地（北海道電⼒（株）

所有地内）に設置する計画とすることを決定。
実証プラントに関する、設計基準書やプロセスフロー図などの
関連設計図書作成に着⼿。

 分解後⽔素の供給先として、実証プラント設置予定場所周辺で
⽔素受⼊れを検討している企業の調査を開始。ボイラー燃料の
代替燃料として考えている企業などあり、継続調査中。

 実証プラント スキッド製造ベンダーの調査を開始。国内ベン
ダーで、ユニットの設計・調達・製造を請負う企業を中⼼に、
調査を継続中。

 ⽔分添加なし・⽔分添加ありの両条件に適⽤可能な兼⽤反応速
度式を構築。実証プラントの設計へ反映。

 触媒寿命の予測を⽬的として、量産触媒の連続耐久試験を開始。
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４．今後の⾒通しについて / 事業化のイメージ
アンモニア需要の⾒通しは、発電所における混焼⽤燃料が⽴ち上がり、その後、
周辺の⽔素需要先へアンモニアとして供給を⾏い、アンモニア分解により⽔素が
供給されるスキームとなると予想。
初期段階では、中⼩⼝⽔素需要が⽴ち上がる。⼤規模アンモニア分解装置では、
装置規模が過⼤であり、且つ、初期投資としてのリスク・資⾦負担の⼤きさが普
及を妨げる。中規模の分散型アンモニア分解需要をターゲットとして、⽔素普及
の初期段階における広範な潜在需要の掘起しにも寄与する。
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